
 
  

 

 

 

 

【会長テーマ】 ： 健 康 で 明 る い 環 境 を つ く ろ う               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

例 会 報 告 

 開会点鐘  金子 利昭会長 

 司  会  貝田 充 SAA 

 合  唱  「それでこそロータリー」 

 お客様紹介  志村修司親睦活動委員長 

今後のプログラム予定 

12・1 月 プログラム名 

 第 4例会 12月 22日 
納会  

金子会長よりお話 

      12 月 29 日 休会 

 第 1 例会  1 月 5 日 

新春例会 会員お祝い 

米山奨学金授与式 

お琴演奏会 長戸はるみ様 

    （川崎高津南 RC） 

      矢野加奈子様 

   （実践女子学園講師） 

理事役員会 

出 席 報 告 廣山宗一出席委員長 

会員数 出席数 欠席数 出席率 前々回訂正出席率 

44 名 34 名 

10 名 

対象外 

（7） 

91.89% 

欠 6 名 

対象外 

（5） 

MU2 名 97.44% 

【本日の欠席者】 

市川 宏 会員  三木 治一会員  柾木 國義会員 

白井 正男会員  冨岡 昭一会員  小島 満 会員 

小島 徹 会員  鹿島 義久会員  中田 泰光会員 

小山 政吉会員 

ニコニココーナー 

川崎とどろき RC 会長 

内野 徹 様：先週の家族会にお招きいただき、とても

楽しく、あっという間に時間が過ぎてしま

いました。また、昨日とどろきの家族会に

も特別代表伊藤文治様・金子会長・渡邉副

幹事様においでいただきありがとうござい

ました。今後ともよろしくお願い致します。 

金子 利昭会員：先日の年忘れ家族会、親睦委員の皆様

お疲れ様でした。大変楽しいひと時をあり

がとうございました。また、本日の卓話島

先生よろしくお願いいたします。 

叶野 聡 会員：島利夫先生。本日卓話、楽しみにして

います。よろしくお願いいたします。 

川口 禮敬会員：①先週の家族会大変お世話になりまし

た。おかげ様で会長賞とシクラメン賞が当

たりました。今度は車に当たらないよう注

意します。②島先生卓話ありがとうござい
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ます。拝聴させていただきます。 

志村 修司会員：先日の家族会には会員、またご家族初

め大勢のご出席をいただき楽しい家族会の

ひとときを過ごす事が出来ました。親睦・

SA 初め会員の皆様には大変ご迷惑をおか

けしました。心より感謝しお礼申し上げま

す。 

小林 敏伸会員：お久しぶりです。やっと帰ってこられ

ました。今後もよろしくお願いいたします。 

白井 正男会員：本日の卓話、島先生大変お忙しい中あ

りがとうございます。欠席しますので、よ

ろしくお願いします。 

堀一 慶明会員：先日の家族会、楽しく遊ばせていただ

きました。 

伊藤 文治会員：島先生、今日は卓話ありがとうござい

ます。 

朝山 秀男会員：髙木会員には、先週行われた地区職業

奉仕委員長会議、私の欠席をカバーしてい

ただきありがとうございました。 

内藤 幸彦会員：家族会大変お世話になりました。きれ

いなシクラメン家内が大変喜んでいます。

ありがとうございました。 

小泉 繁勝会員：①島先生、本日の卓話楽しみに拝聴さ

せていただきます。②先の家族会、会員の

皆様ありがとうございました。 

渡邉 新治会員：島先生卓話楽しみにしています。本日

もよろしくお願いいたします。 

細山勝三郎会員：久しぶりの島先生卓話楽しみです。よ

ろしくお願いいたします。 

池田 亨 会員：先日の家族会、本当に楽しかったです。

親睦委員の皆様、ありがとうございました。 

髙木 洋一会員：家族会、親睦委員会・SAA さんご苦労

様でした。今日は、島会員卓話楽しみにし

ております。 

廣山 宗一会員：島先生、卓話ありがとうございます。 

中山 武夫会員：島先生、卓話ご苦労様です。楽しみに

しています。 

伊藤 稔 会員：島先生、本日はご苦労様です。よろし

くお願いいたします。 

宇田 章二会員：家族会、楽しませていただきました。

ありがとうございました。 

長戸 隆彦会員：先日の家族会、大変たくさんのニコニ

コありごとうございました。 

 

 

 

 

会 長 報 告 金子 利昭会長 

１． 地区より「第 32 回ロータリー青少年指導者養

成セミナー（ＲＹＬA）」開催のご案内が届い

ております。 

日 時：2015 年 2 月 20 日（土）～21 日（日） 

会 場：横浜市野島青少年研修センター 横

浜市金沢区野島町 24-2 

ホストクラブ：川崎北ロータリークラブ 

 

２． 中原区諸団体合同新年賀詞交歓会の開催のご

案内が届いております。 

日 時：1 月 8 日（金）受付 15：30 開会

16：00 

会 場：川崎市総合福祉センター（エポック

なかはら） ７F「武蔵」 

                

３． 中原消防署より出初式および賀詞交歓会のご

案内が届いております。 

日 時：1 月 8 日（金）10：00～（出初式） 

12：00～（賀詞交歓会） 

場 所：等々力緑地催し広場（出初式） 会

館とどろき「2F けやき」（賀詞交歓会） 

 

４． タウンニュース中原版（平成 28 年元旦号）に

「お年賀名刺広告」ということで当クラブの

名前が掲載されます。 

 

幹 事 報 告 叶野 聡 幹事 

１． 例会変更 

  横浜あざみ  12 月 23 日（水）→22 日 

合計 21 件   24,000 円 

累計 397 件   513,000 円 



           （火） 点鐘 12：30 

             クリスマス例会 

ホテルニューグランド フェニックスルーム

２Ｆ 

       12 月 30 日（水） 休会 

川崎南    12 月 22 日（火） 

        ＊クリスマス会 18：30～ 

             川崎日航ホテル 

       12 月 29 日（火） 休会 

       1 月 5 日（火）＊ →7 日（木）  

      4 クラブ合同新年会 12：30～ 

             川崎日航ホテル 

       1 月 12 日（火）  休会 

       1 月 26 日（火）＊ 

         夜間移動例会 18：30～ 

        横浜ロイヤルパークホテル 

    ＊はメークアップデスクございます。 

 横浜西    12 月 23 日（水） 休会 

        12月30日（水）→21日（月） 

               点鐘 17：30 

    夜間移動例会 例会後年忘れ家族会 

 新川崎    12 月 23 日（水） 休会 

        12 月 30 日（水） 休会 

        1 月 6 日（水）   休会 

        1 月 20 日（水）→移動例会 

               点鐘 18：00 

             川崎日航ホテル 

         川崎幸ＲＣとの合同例会 

  ＊通常夜間例会の為メークアップ受付は 

  18：00～18：30 川崎日航ホテル 7Ｆ 

２． 年会費（1 月～3 月）93,500 円を 1/4（月）

にご指定の口座より引き落としさせていただ

きます。現金で納入の方は 1 月の例会時にお

願いします。 

＜内訳＞ 

IM 登録料（全員登録）  5,000 円 

地区事業費       13,500 円 

年会費（1 月～3 月）  75,000 円 

 

卓話 ～美しく生きるために～ 

 卓話者・島 利夫会員 

 

【美しく生きるために①健康の重要性、②精神の重要性

について語る島会員】 

（卓話内容） 

私は昭和１６年１２月８日、真珠湾奇襲攻撃から始ま

った大東亜戦争の勃発から１ヶ月後の昭和１７年１月に

生まれました。現在、７３歳です。私が生まれた頃は、

日本中が東南アジアに進撃と戦線拡大に沸き立っていた

頃でした。昭和２０年、戦い破れ壊滅的な破壊を受けた

私達の子どもの頃は誰もが貧しく、誰もがそれに耐えて

いました。その中で子どもだけは立派な社会人に育てな

ければならないという学校の先生と親の願いをいつも感

じて育ってきたように感じます。 

 医療技術の進歩と国を挙げての介護によりこれから更

に長寿高齢化の時代が続きます。人は誰でも元気で長生

きしたいと願っています。結婚して子どもを作り、やが

て孫が生まれて自分の子孫が続くことを見届けるまでは

と思うでしょう。 

 平均寿命は明治２４年男性４２．８歳、女性４４．３

歳だったものが、平成２６年男性８０．２歳、女性８６．

６歳に延びました。しかし、精神的、肉体的、そして社

会的にも自立できる健康寿命の期間が過ぎると悲しいこ

とに寿命が尽きるまで誰でも誰かの世話になります。 

自分が満足できる介護をしてもらえる人はどんな人か

と病室、介護施設を見渡すと、それは愛のある人、義理

のある人、お金のある人と言えるでしょう。言い換えれ

ば、人に優しく、人に尽くし、質素に倹約した生活が大

切と言えます。 



 現在、日本は平和な時代が続いています。しかし、生

きようとしても生きることの出来なかった時代が７０年

余り前にあったのです。今日もイスラエルとパレスチナ 

ガザ地区、ウクライナで激しい戦争が続き、泣き叫び逃

げ惑う子どもたちをテレビニュースで見るたびに自分の

子どもの頃が寂しく思い出されます。 

 美しく生きることを考えるとき、平和であることの大

切さ、そして美しい日本の為にと命を捧げた前途ある若

き学徒たち、祖国の栄光のためにと太平洋に散った御霊

に思いをはせることも必要なのではないでしょうか。 

                      以 上 


